
こ
れ
ま
で
の
区
に
お
け
る
実
践
事
例

③
「
磯
子
区
区
民
満
足
度
調
査
」
に
つ
い
て

拡
大
す
る
区
民
意
識
調
査

　
昭
和
4
7
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
「
市
民
意
識
調
査
」
と
は
別
に
、

区
役
所
に
よ
る
区
民
意
識
調
査
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
平
成
1
7
ま
た
は
1
8
年
度
に
、
区

民
を
対
象
に
総
合
的
な
意
識
調
査

を
行
う
区
は
、
磯
子
区
を
は
じ
め

十
区
に
及
ぶ
。
調
査
方
法
は
、
概

ね
、
郵
送
に
よ
る
無
記
名
・
選
択

式
、
対
象
は
三
千
人
程
度
と
い
っ

た
も
の
で
あ
る
。

表１　磯子区区民意識調査概要

２

調
査
の
背
景
に
あ
る

「
区
の
権
限
・
機
能
強
化
」

　
平
成
1
4
年
以
降
の
、
区
・
局
へ

の
権
限
委
譲
、
区
役
所
の
機
能
強

化
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
各
区
で
は
、

新
た
に
独
自
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

企
画
・
実
施
す
べ
く
、
積
極
的
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
が
、
調
査
を
行
う
大
き
な
理
由

と
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
磯
子
区
に
お
い
て
は
、

こ
の
間
、
①
土
曜
日
窓
口
オ
ー
プ

ン
、
②
若
年
無
業
者
（
ニ
ー
ト
）

等
を
支
援
す
る
「
お
し
ご
と
情
報

コ
ー
ナ
ー
」
の
開
設
、
③
外
部
事

業
評
価
委
員
会
の
設
置
、
④
夜
間

安
心
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
電
話
相
談
）

の
開
設
、
⑤
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

世
帯
へ
の
家
具
転
倒
防
止
器
具
の

取
り
付
け
、
⑥
こ
ど
も
安
全
指
南

塾
の
実
施
、
⑦
ミ
ニ
ミ
ニ
区
役
所

（
出
張
相
談
）
の
実
施
、
⑧
地
区
セ

ン
タ
ー
で
の
自
治
会
町
内
会
事
務

補
助
等
の
新
規
事
業
を
開
始
し
た
。

　
い
ず
れ
の
事
業
も
、
横
並
び
・

前
例
踏
襲
の
意
識
や
発
想
を
越

え
、
顧
客
志
向
・
顧
客
満
足
を
目

指
し
た
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
、
職
場
に
お
け
る
日
頃
の
問
題

意
識
が
生
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、

個
性
あ
る
区
づ
く
り
推
進
費
・
自

主
企
画
事
業
な
ど
に
形
作
っ
て
い

く
間
に
、
「
磯
子
区
区
民
満
足
度

調
査
」
の
調
査
結
果
が
大
い
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。

３

生
活
実
感
に
迫
る

意
識
調
査
を
目
指
し
て

　
平
成
1
6
、
1
7
年
度
に
わ
た
り
実

施
し
た
区
民
意
識
調
査
の
大
枠

は
、
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
各
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
庁
内
で
議
論
を
重
ね
、
調
査

票
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
と

な
っ
た
。

①
「
コ
ス
ト
指
標
」
に
基
づ
く
区

　
民
の
優
先
順
位

　
両
年
度
の
調
査
に
用
い
、
磯
子

区
調
査
の
大
き
な
特
徴
と
言
え
る

の
が
「
コ
ス
ト
指
標
」
で
あ
る
。

　
各
事
業
は
実
施
す
る
所
管
課
や

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
と
っ
て
は

す
べ
て
「
重
要
で
必
要
な
事
業
」

で
は
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
財
源
を

適
正
に
配
分
し
、
区
政
を
運
営
す

る
た
め
に
は
、
施
策
や
事
業
を
取

捨
選
択
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
こ
で
、
本
調
査
に
お
い
て
、

自
主
企
画
事
業
の
事
業
計
画
書
毎

に
１
項
目
と
し
て
相
対
評
価
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

　
表
２
は
、
1
7
年
度
調
査
票
の
項

目
の
一
部
抜
粋
で
あ
る
。
こ
の
中

で
、
①
区
で
実
施
し
て
い
る
事

業
・
サ
ー
ビ
ス
の
「
簡
潔
な
内
容
」

を
示
し
、
②
事
業
に
直
接
従
事
す

る
職
員
の
人
件
費
を
含
む
「
事
業

経
費
」
、
さ
ら
に
、
③
こ
れ
を
サ
ー

ビ
ス
の
総
量
で
除
し
た
一
サ
ー
ビ

ス
当
た
り
の
「
標
準
的
原
価
」
を

明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
事
業
・

サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
考
え
る
の
か
、

納
税
者
と
し
て
の
区
民
の
率
直
な

判
断
を
求
め
た
。

②
「
新
し
い
公
共
」
の
時
代
に

　
ふ
さ
わ
し
い
事
業
の
実
施
手
法

　
多
様
な
主
体
が
担
う
「
新
し
い

公
共
」
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て

い
る
中
で
、
区
は
何
か
ら
変
え
て

い
く
べ
き
な
の
か
、
と
い
っ
た
問

題
意
識
か
ら
、
先
に
紹
介
し
た
調

査
票
抜
粋
（
表
２
）
の
と
お
り
、

事
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
あ

り
方
を
問
う
項
目
を
設
け
た
。
こ

の
結
果
が
表
３
で
あ
る
。

　
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
、
災

執
筆
者

日
比
野
　
政
芳

松
井
　
香
寿
美

(平成17年度調査票より)自主企画事業費質問項目表２
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磯
子
区
区
政
推
進
課
企
画
調
整
係

磯
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区
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進
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企
画
調
整
係
長
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ミ
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特
集
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市
に
お
け
る
行
政
評
価
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表３　サービス・事業の重要度と担い手のあり方の関わり（平成17年度調査結果より）

害
対
策
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の

外
出
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
な

ど
、
「
重
要
か
つ
行
政
主
導
で
進

め
る
べ
き
」
と
の
評
価
を
得
た
事

業
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
予
算
等

に
お
い
て
充
実
を
図
っ
た
。
一
方
、

生
涯
学
習
。
文
化
振
興
系
の
い
く

つ
か
の
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、

「
あ
ま
り
重
要
で
な
く
民
間
等
主

導
で
進
め
る
べ
き
」
と
の
評
価
を

得
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
区
民
主
体
へ
の
見
直

し
を
行
い
、
う
ち
い
く
つ
か
を
廃

止
し
た
。

③
区
役
所
の
取
り
組
み
に
対
す
る

　
評
価

　
　
「
あ
な
た
は
、
磯
子
区
の
取
り

組
み
全
体
に
つ
い
て
、
ど
の
く
ら

図１　区政全体に関する満足度

い
満
足
し
て
い
ま
す
か
」
と
の
質

問
を
２
年
連
続
で
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
区
役
所
へ
の
評
価
は
、
前

年
よ
り
向
上
し
て
お
り
（
図
１
）
、

職
員
の
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
ヘ
の
反
映

　
調
査
票
の
集
計
・
分
析
に
つ
い

て
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に

委
託
し
た
が
、
一
定
の
時
間
を
要

し
た
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
面
か
ら
は
、
次
年
度
予
算

に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
速
報
値
の
報
告
を
随
時
求
め
、

速
や
か
に
各
課
に
知
ら
せ
る
よ
う

に
し
た
。
各
課
で
は
こ
れ
を
基
礎

に
予
算
要
求
を
行
っ
た
。
ま
た
、

一
方
の
総
務
課
の
査
定
の
場
面
で

も
、
ど
の
事
業
を
優
先
さ
せ
る
か

と
の
判
断
を
支
援
す
る
貴
重
な
ツ

ー
ル
と
な
っ
た
。

　
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
1
8
年
度
の

磯
子
区
の
自
主
企
画
事
業
は
、
5
8

事
業
、
予
算
額
１
億
1
7
0
0
万

円
と
な
り
、
額
と
し
て
は
1
8
区
中

最
も
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
か

つ
て
の
、
予
算
獲
得
額
＝
仕
事

量
＝
仕
事
の
評
価
と
い
っ
た
発
想

が
改
ま
り
、
コ
ス
ト
意
識
が
職
員

に
根
付
い
て
き
て
い
る
も
の
と
理

解
し
た
い
。

　
さ
ら
に
、
磯
子
区
で
は
1
7
年
度

新
た
に
外
部
委
員
に
よ
る
「
事
業

評
価
委
員
会
」
を
設
置
し
た
が
、

調
査
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
こ
の

討
議
資
料
と
し
て
も
活
用
し
た
。

同
委
員
会
か
ら
「
1
7
年
度
事
業
の

評
価
・
1
8
年
度
区
政
へ
の
提
言
」

を
い
た
だ
き
、
区
政
運
営
方
針
作

成
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
課
題

①
適
正
な
原
価
の
算
出

　
試
行
錯
誤
し
つ
つ
、
何
と
か
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
各
課

の
協
力
に
負
う
所
が
大
き
か
っ
た
。

　
今
回
用
い
た
「
コ
ス
ト
指
標
」

は
、
直
観
的
で
だ
れ
に
も
わ
か
り

や
す
く
、
意
識
調
査
に
は
大
変
有

効
で
あ
る
と
思
う
。

　
だ
が
、
一
般
的
に
企
業
会
計
で

は
、
集
計
し
た
間
接
労
務
費
や
製

造
間
接
費
を
各
部
門
に
配
賦
し
原

価
を
計
算
す
る
の
に
比
較
す
る

と
、
今
回
の
調
査
で
含
め
た
の
は

直
接
経
費
、
直
接
労
務
費
の
み
で

あ
り
、
改
善
の
余
地
が
相
当
残
さ

れ
て
い
る
。

　
区
や
事
業
局
が
提
供
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
に
い
く
ら
か
か
っ
て
い

る
の
か
、
間
接
部
門
で
あ
る
局
の

経
費
を
含
め
的
確
に
把
握
し
、
区

民
に
明
ら
か
に
し
、
選
択
を
求
め

て
い
く
こ
と
が
今
後
ま
す
ま
す
必

要
と
な
っ
て
く
る
。
総
務
省
や
他

自
治
体
の
検
討
も
始
ま
っ
て
お

り
、
今
後
動
向
を
注
視
し
た
い
。

②
横
浜
型
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と

　
の
関
係

　
　
「
コ
ス
ト
指
標
」
は
、
当
該
年

度
の
予
算
ベ
ー
ス
で
作
成
し
た
。

こ
れ
は
、
調
査
結
果
を
次
年
度
予

算
編
成
の
際
に
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
区
民
意
識
の
区
政
へ
の
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
反
映
を
目
指
し
た

た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
昨
今
行

政
評
価
は
「
成
果
重
視
」
の
流
れ

に
あ
り
、
今
後
は
、
本
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
横
浜
型
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
つ
つ
、
こ
の
「
コ

ス
ト
指
標
」
も
決
算
額
及
び
成
果

を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
区
民
意

識
を
探
る
手
法
を
模
索
す
る
必
要

が
あ
る
。

③
満
足
度
を
把
握
す
る
意
義

　
1
8
年
度
区
政
運
営
方
針
で
の
区

役
所
の
基
本
目
標
は
、
「
期
待
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
本
質
を
見
極
め

的
確
に
対
応
し
ま
す
」
と
さ
れ
た
。

　
区
民
が
求
め
る
価
値
は
常
に
変

化
し
て
お
り
、
行
政
の
一
方
的
な

思
い
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
と
、
区
民
の
要
求
や
期
待
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
、
不
満
足
が
高

ま
る
恐
れ
が
あ
る
。
常
に
要
求
・

期
待
を
把
握
し
、
こ
れ
に
応
え
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
い
評
価
が
獲
得
で
き
る
。

満
足
度
調
査
の
意
義
を
確
認
し
、

区
民
の
本
音
を
捉
え
る
の
に
有
効

な
手
立
て
は
何
か
、
今
後
も
探
っ

て
い
き
た
い
。
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